
略歴  

佐藤 貞之 

さとう さだゆき  

 

演題 

『わたしたちの考える農業～小さな米のひと粒にいのちを込める。それが私たちの農業～』 

 

抄録 

いま人々は誰もが、食に関する危険信号を感じ始めています。ここで私たち

は「食べる」ということを、考え直してみる必要があると思います。食べると

いうこと。それは地球上の生物の「いのち」をいただくこと。そして、生命の

源としての食べ物を考えていけば、どう作られているかが重要になります。生

産者と消費者は、顔の見える関係が理想です。どんな思いで米ひと粒が作られ

ていくか、本当に大切なものは何かを、お互いに理解しあえたらいいと思って

います。 

 具体的に言えば、私たちが目指すのは小規模多品目複合経営です。酪農と乳

業だけでなく、農家と加工営農を含めたネットワークを作り、地域的広がりの

なかで多面的な生産をしていきたい。そうしたうえで消費者と直結した流通、

生産活動ができれば、とても幸せだと思います。いま「食の杜」のゲストハウ

スには、農業に関心のある青年や大学生だけでなく、社会学や経済学を学ぶ人

たちも集まってきて、汗を流しています。土に親しむ人が増え、それぞれの地

域で新しい核になってもらえたら、と試行錯誤の日々を続けています。 

 


